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はじめに 

 

E・マルリット E. Marlitt・ 1824-1887）がドイ

ツ語圏初の大衆女性作家として活躍を始めたのは

1860年代後半である。この時代には識字率が向上

し、読書人口が大幅に増大した。さらに印刷技術

や輸送手段の発展により大量の印刷物が速く広範

囲に運ばれるようになり、価格の安い雑誌、貸し

出し図書館、行商人が運ぶ冊子など様々な方法で

提供される読み物を幅広い層の人々が手に取れる

ようになった。そのような状況下でルリット を

ローリモデリとして自分も小説を書きたいと思う

女性が続々と登場することになった。その中でよ

く名前が挙げられるのが、Eマヴェリナー E. 

Werner 本名 Elisabeth Bürstenbinder, 1838-

1918）や今回取り上げるヴィリヘリミーネマハイ

ムブリク Wilhelmine Heimburg, 1848-1912）で

ある。しかしルリット も含めて、彼女たちの作

品はその人気の一方で、生前から低俗と批判され

ることも多く、死後は全く忘れられてしまう。そ

れは例えば彼らが時代精神と深く結びついていた

ため時代の変化に置いて行かれた、あるいは類型

的な作品が多数乱立し、次第に埋もれていったと

いうような理由が考えられるだろう。しかしただ

通俗文学という理由だけで、作品の内容に踏み込

むことなく、低俗なものとして無視されてきた側

面も否定できない。明らかに作品を読んでいない

的外れな批判が綿々と受け継がれていることも多

い。1 

しかしアメッカやイギッスで通俗文学研究が広

がり、積極的な評価が行われるようになると、1990

年代頃から、ドイツでもこの分野を再考する流れ

が広がり、ルリット の再評価が試みられている。

ただし、この流れはなかなか他の作家には広がら

ず、今回取り上げるヴィリヘリミーネマハイムブ

リクも、ルリット のエピゴーネンの一人として

名前が挙げられるに留まっている。 

生前多くの読者を惹きつけ 1930 年代になって

も 20 版近くまで版を重ねて読み続けられたハイ

ムブリクや他の消えてしまった作家たちは、本当

に従来の評価通り価値のないものだったのだろう

か。多くの読者がいたということは、その作家や

作品には人を惹きつける何かがあったということ

である。折しもルリット やハイムブリクが作品

を書いた 19世紀後半から 20世紀初頭は、政治的

にはドイツが統一され、経済的には工業化が進み、

大企業を経営する裕福な市民が登場する一方で職

人、商店主などは工場労働者に飲み込まれつつあ

るなど社会が流動化した時代である。当時の読者

が実際に彼らの小説の何に惹かれたのか、その時

代は作品の中でどのように描かれているのか、そ

してこれらの作家に対する評価には当時の社会の

一端が表われている。これまで注目されてこなかっ

た作家たちを掘り起こし、具体的に検討すること

で、今まで見過ごされてきたその時代の側面、特

に市民社会が変質し内部から崩壊していく様子が

よりはっきりと見えてくるかもしれない。この論

文ではハイムブリクがルリット の｢後継者｣とさ

れるに到った経緯を辿り、その評価が本当に妥当

なものだったのかを検討してみたい。 

 

１ ハイムブルクの経歴 

 

ハイムブリクは本名をベリタマベーレンス

・ Bertha Behrens）といい、ハリツ地方のターレ

で開業医の娘として生まれた。2  1852年に父親は

軍医となり、一家はクヴェドッンブリクに移った。

以後父親の配属先変更に伴いシュレージエンやア

リ ルリクの小都市で成長する。当時の市民女性

では普通のことだったが、学校で初等教育を受け

た後は家庭で教育された。彼女はルリット の大

ファンとなり、ルリット の住んでいたアリンシュ

タト にいる親戚を訪ねたときには何時間もその

家の前をうろうろしたが、会うことはできなかっ
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たというエピソードが残っている。 G 1884 H.39 

S.648）25歳ごろから文学への挑戦を始め、1875

年のクッスルスに短編小説『メラニー』Melanieを

父親に贈った。これを父は娘に黙って女性雑誌

・『ヴィク ッア』Victoria3に送り、同誌に掲載され

ることになった。このときの原稿料 75ルリクで、

彼女は書き物机を買った。さらに執筆を続けよう

と意図したものと思われる。翌年 1876 年に『私

の年老いた友人の人生より』Aus dem Leben 

meiner alten Freundinを完成させると、やはり

父親によって今度は『ガリテンラウベ』Die 

Gartenlaubeに送られたが、掲載には到らなかっ

た。しかしこの作品は『ルグデブリク新聞』

Magdeburgische Zeitung4に掲載され、単行本化

されてヒト した。『ガリテンラウベ』編集長エ

リンス マカイリ Ernst Keil, 1816-1878）はす

ぐに彼女に連絡を取り、原稿を採用しなかったこ

とについて、自分が「休暇でカーリスバー に滞

在していたため、残念ながらこの魅力的な物語を

直接読むことができなかったのです。さもなけれ

ばそれを決して手放さなかったのに」 G 1884 H.39 

S.650）と言って、自分の雑誌の｢協力者｣ G 1884 

H.39 S.650）になるように申し入れた。ハイムブ

リクは1878年に『ぼろ切れ水車のッースヒェン』

Lumpenmüllers Lieschen・ 以下『ッースヒェン』）

を『ガリテンラウベ』に渡すと、以後ほぼ毎年の

ように同誌で長編小説を発表するようになった。

こうして彼女は憧れの Eマルリット の｢同僚｣と

なったのである。1881年に父が退役すると、彼女

はドレスデン近郊に果樹園に囲まれた家を買い、

両親に何不自由ない暮らしを与えた。 

 1887年にルリット が最後の作品を完成させ

ることなく死ぬと、編集部はハイムブリクにその

完成を依頼した。彼女はそれを引き受け、『梟の

家』Das Eulenhausは翌 88年『ガリテンラウベ』

第 1号から 25号まで、「E・マルリット 遺作、W・マ

ハイムブリクにより完成」 Hinterlassener Roman 

von E. Marlitt. Vollendet von W. Heimburg）と

して掲載されることになった。この作品について

は後で詳しく述べるが、これによりハイムブリク

は『ガリテンラウベ』から看板作家ルリット の

・「後継者｣と認定されたことになり、作品冒頭に明

示されたので、読者もそのように認識したはずで

ある。さらに 90 年代には同誌を発行する出版社

Verlag Ernst Keils Nachfolger 後に Union 

Deutsche Verlagsgesellschaft）から 10巻の全集、

90年代半ばにさらに 5巻と 1904 年から 06年に

もう 5巻の作品集が出版され、小説家として成功

を収めた。 

 ・『梟の家』が掲載された 1888年、彼女は精神を

病み、医師のすすめにより両親と離れ、独立して

ドレスデンに住むようになった。原因が何かは記

録がないので分からない。両親との間に問題があっ

たのかもしれないが、独立してからも行き来はあっ

た。ただし、結婚に関して経済的問題はなかった

はずなのに理由は分からないが彼女は生涯独身

だった。彼女の死に際して『ガリテンラウベ』に

掲載された追悼文で、彼女が傷つきやすい性格で、

友人たちが「それは神経質な内気さだけではなく

ほとんど病的な、自己肯定感の低さといってもよ

いほどの謙虚さに起因すると考えていた」 G 1912 

H.39 S.839）、「彼女の苦しみは常に他の人への

同情から起きていた」 G 1912 H.39 S.838）など

と記述されているのを読むと、精神的に何らかの

問題を抱えていたことが感じられる。晩年はほぼ

引きこもった生活を送り、1912年に 64歳で生涯

を閉じた。多くの読者を惹きつける作家として自

活するだけでなく、家族にも豊かな生活をもたら

した輝かしい成功の一方で、人前に出ることを恐

れ、ひっそりと執筆活動を行った彼女の人生には

どこか暗い陰を感じてしまう。その陰は「明るい

幸福な世界 die heile Welt）」を描いているとさ

れる作品にも表われている。それでは彼女の描く

世界がどのようなものだったのか、｢ルリット の

後継者｣が正しい評価なのかを検討するために、彼

女が完成したルリット 最後の作品『梟の家』に

ついて見ていきたい。 

 

２ 「マルリットの後継者」へ 

 

 『ガリテンラウベ』の看板作家だったルリット

 が最初の作品を発表したのは遅く、1865 年 40

歳の時で、完成した短編小説を読んだ弟が密かに

原稿をカイリに送ったのがきっかけだった。これ
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はハイムブリクのデビューの経緯と酷似している

が、これは女性作家の登場に際してのルーケティ

ング戦略だったかもしれない。つまりきちんとし

た市民階級の娘が自分から作品を売り込むのはは

したないという批判を避けるための類型的なエピ

ソードとも考えられるからである。ルリット に

刺激され、自分も作家になりたいと思う女性が続々

と現れたが、1884年に『ガリテンラウベ』がアド

リフマクレーナーに売却されると、同誌の女性作

家の割合はさらに上昇し、50％を超えるようになっ

た。5 

 1887年にルリット が、最後の作品を完成させ

ることなく 61歳で生涯を閉じた時、雑誌編集部に

はこの作品をそのまま捨て去ることは考えられな

かった。同年 29号に掲載された追悼文には次のよ

うに書かれている。 

 

 もう一度ルリット の筆が『ガリテンラウベ』

の欄を飾るでしょう。というのは、我々は読者

の皆様に故人は最後の小説『梟の家』を完成す

ることはできなかったものの、かなり進めてい

たので、同作品を任命された書き手によって彼

女の意向通りに完成させることができるだろう

という喜ばしいニュースをお知らせすることが

できるからです。我々は故人から引き継がれた

義務を畏敬の念を込めて果たそうと努めていま

す。そして今日既に読者の皆様に確信を持って

お約束できます。E・マルリット の遺作は遅くと

も来年の初めには掲載されるでしょうと。 (G 

1887 H.29 S.476) 

 

こうして編集部はハイムブリクに作品の完成を

依頼し、この作品は 1888 年第 1 号から連載され

ることになった。この作品がどの程度完成されて

いたのかについては、当時の読者も疑問に思った

ようで、「ロンドン在住のルリット ファン」か

らの問い合わせに対して、1888年 46号の紙面に

回答が書かれた。それによると｢ハイムブリクによ

る続きは 87ページの次の文から始まります。『公

爵夫人の大きな輝く目はまるで童話を聞かせても

らっている子供のように驚いて老人を見上げた』｣

・ G 1888 H.46 S.788）これは全 30章のうち第 7

章の途中なので、ルリット が書いたのは分量に

して全体の 25％にも満たない。しかしこれは彼女

の作品とされ、全集にも収められている。この一

件でハイムブリクは『ガリテンラウベ』から｢ルリ

ット の後継者｣と認定されたのも同然で、誰もが

そのようにハイムブリクを評価するようになって

いったのである。 

 

３ 『梟の家』 

 

 次に、ルリット とハイムブリクを結びつける

ことになった作品に目を向けていきたい。イーダマ

サガラ Eda Sagarra はハイムブリク生誕 150 年

・ 正確には 152年になるのだが、1850年生まれと

の説もあった）に寄せた寄稿で、彼女には他人の

文体を自分のものにする能力があったと書いてい

るが、 Vgl. Sagarra S. 234）それぞれが書いた

部分に違いはあるのだろうか、そしてあるとすれ

ばどのような違いだろうか。具体的に作品に目を

向けていく。 

 作品の舞台はテューッンゲン地方の小邦で、主

人公クラウディーネの家が破産し、家財が競売に

かけられる場面から始まる。彼女は宮廷女官とし

て領主である公爵の母親に仕えていたが、男やも

めの兄とその幼い娘の面倒を見るために職を辞し

て、3 人は｢梟の家｣と呼ばれる廃墟となった古い

修道院跡で暮らし始める。彼女たちの分家には同

い年の娘ベアーテとその兄ロターリがいた。ベアー

テとクラウディーネは寄宿学校仲間で、有能なロ

ターリは領主からの信頼も厚く、臣下であるにも

かかわらず領主のいとこと結婚した。しかしその

妻は生まれたばかりの娘を残して死んでしまい、

彼は病弱で 2歳になっても歩けない娘を連れて領

地に帰ってきていた。 

 競売に出された邸宅を買ったのは領主の公爵

だった。公爵は森に囲まれたこの屋敷を病気の妻

の静養場所にすると言っていた。しかしクラウ

ディーネが宮廷を去ったのには、この公爵から言

い寄られそうになったからという事情もあり、彼

女は複雑な感情を抱く。一方、ロターリの死んだ

妻の妹ヘレーネは彼との結婚を画策し、｢孫に会い

たい｣という自分の母親と共に彼の領地に滞在する
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ことになった。彼は実はずっと前から密かにクラ

ウディーネのことを愛しており、彼女もそうだっ

たのだが、ここにきて公爵とクラウディーネ、ク

ラウディーネとロターリ、ロターリとヘレーネと

いう厄介な三角関係が出来上がる。自分の死後、

夫と一緒になってほしい E S.248）と公爵夫人に

言われたクラウディーネが身動きの取れない状況

に陥る中、彼女が公爵とただならぬ関係になって

いるとのうわさが流れ、彼女は周囲から無視され

るようになる。この状況から彼女を救うため、ロ

ターリは彼女に結婚を申し込む。高潔な人物で通っ

ている彼と婚約したことにより、すぐに公爵との

うわさはただの誤解だったということになった。

しかしクラウディーネは領主との不倫騒ぎで家名

が汚れるのを避けたいがために、ロターリが自分

に結婚を申し込んだにすぎないのだと信じこみ、

彼を避ける。結局、死の迫った公爵夫人がロター

リの気持ちを確かめたことと、ロターリが姑にク

ラウディーネへの愛を言明するところを彼女が立

ち聞きしたことにより誤解は解け、二人は結婚する。 

 この物語は主人公が困難を経てふさわしい相手

と結婚するというルリット 作品の定型といって

もよい展開を辿ってはいる。登場人物の関係や置

かれた状況はルリット が書いた冒頭ですでに定

まっているので、その後の展開もほぼ彼女の構想

に従って進んでいる。そんな中で印象に残るのは

主人公クラウディーネの弱さである。ルリット 

作品の主人公たちは、敵対的な環境や人物に対し

て自分の力で自分の存在を確立していく。結婚相

手となる男性がその性質に触れることで、自分を

振り返り、彼女たちにふさわしい理想的な市民男

性へと成長する作品もある。その意味でも｢シンデ

レラ･ス ーッー｣という評価は的外れである。と

ころがクラウディーネは状況を嘆き、悩むことは

あっても、自分で状況を改善するために行動する

ことはない。領主である公爵に反抗することはで

きないかもしれないが、自分の周りの敵対者にも、

最も理解してほしいはずのロターリに対しても何

もしない。結局死に瀕した公爵夫人のとりなしと

偶然の立ち聞きにより、事態が動くだけなのであ

る。この主人公の行動力 のなさ）はルリット 

とハイムブリクを大きく分けるものだといえる。6 

 ところでルリット 作品の結末を飾る主人公の

結婚は単なる恋愛の成就を意味するわけではない。

・『ガリテンラウベ』は今日では非政治的な娯楽雑誌

とみなされている。しかしその精神的支柱は 1848

年の 3月革命の精神を受け継ぐ自由主義と進歩主

義だった。 竹田 2017、27頁参照）ルリット 

は、その作品で労働、質素、勤勉といった市民階

級の美徳を備えた主人公が幸福を手に入れるまで

を描くことにより、この雑誌の理想を読者に広め

る役割を果たした。主人公がこの理想を体現する

男性と結婚する結末は、市民的価値観の勝利であ

り、彼らのイデオロギーそのものである。 

 このような市民階級の価値観を主張する政治性

はハイムブリクには感じられない。先に述べたよ

うに、彼女の描く女性たちは、ただ涙を浮かべて

苦しんでいるうちに偶然運命が好転するのである。

この受動性はルリット と大きく異なる点で、彼

らについての数少ない研究書でも指摘され、しば

しば批判の対象となっている。例えば、「彼女[ク

ラウディーネ]は絶え間なく苦しんでいるので、高

貴な苦悩する女性の役柄がこの作家の女性像であ

るとの印象を受けてしまうほどだ」 Dingeldey 

S.99）、ハイムブリクの登場人物は「しっかりし

た性格の人物がいない。―むしろ登場人物は出来

事や感情の担い手にすぎないので、真の緊張は生

じないし、その運命への真の関わりもない。」 Arens 

S.142）「理想も意義、愛国的意義すらなく、思考

もない。」 Arens S.145）、「『梟の家』にはル

リット の傾向と現代性とともに魅力がない」

・ Arens S.420）などと酷評されている。 

 しかしルリット の後継者と考えられる作家た

ちを研究したウリズラマボンターUrszula Bonter

は、ハイムブリクは一般に思われているほどルリ

ット を志向していたわけではなく、ルリット 

のように『ガリテンラウベ』やカイリの理想を共

有するより、むしろそれを疑っていたと述べてい

る。 Vgl. Bonter S.79）確かに初めての長編小説

の タ イ  リ Aus dem Leben meiner alten 

Freundin はルリット の『老嬢の秘密』Das 

Geheimnis der alten Mamsellを思い起こさせる

し、・『ガリテンラウベ』で発表した第 1作『ッー

スヒェン』の、貴族にいじめられる市民階級の娘
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が貴族の男性と結ばれるス ーッーや、その館に

ある肖像に描かれた先祖にあこがれを抱いている

登場人物が、自分の認識が間違っていたことが分

かるとその人物に対する評価も変えるというエピ

ソードも『金髪のエリゼ』や『帝国伯爵令嬢ギー

ゼラ』Reichsgräfin Gisela・ 1869）と共通してい

る。しかし『ガリテンラウベ』では忌避されてい

た自殺を描いたり 7、後には不貞による家庭崩壊を

扱ったり、ハトピーエンドにならない恋愛、別々

の人生を歩み年月を経てからようやく結婚が可能

になったりと、彼女は｢精神的後見人ルリット ｣

・ Bonter S.94）モデリから離れていく。 

 実はルリット も後期の作品では金銭欲、名誉

欲に囚われ、市民的価値観を忘れたブリジョワ家

庭の崩壊も描くようになる。それはグッュンダー

ツァイ の投機的経済と産業の近代化に伴う社会

構造の変化の中で、彼女が市民階級の美徳を信じ

つつも、自身も属するこの階級に果たしてそれを

担う力があるのかについて疑念を持つようになっ

た結果だと考えられる。 竹田 2019、22―23頁

参照） 彼女より 20 歳以上若く、彼女の 10 年後

に作家デビューしたハイムブリクは市民階級の形

骸化をより強く感じていたのかもしれない。 

 

おわりに 

 

 ハイムブリクをルリット の後継者にしたこと

には、『ガリテンラウベ』側からすると、看板作

家を失った損失をカバーし、彼女の持つ求心力を

保ちたいとの意図があったのだろう。ハイムブリ

クは確かにルリット のファンだったし、ルリット

 に憧れて小説執筆を始めた。しかし｢後継者｣認

定が彼女の望むものだったのかは分からないし、

少なくともそれが彼女のためになったのかは疑問

である。なぜならこの｢称号｣は一人歩きし、人気

作家だったにもかかわらず、現在では作品を具体

的に取り上げてこの評価が妥当だったのか検討す

ることなく、彼女は常にルリット に添えて名が

挙げられるにすぎない影の存在になってしまった

からである。 

 しかし先ほども述べたように、彼女は『ガリテ

ンラウベ』の基本路線である「市民的価値観に基

づいた幸せな家庭」とは言えない結末を描くこと

も増えていった。フォンターネが不貞や一晩を一

緒に過ごす身分違いの恋人を描き｢インモラリ作

家｣と見られていたのと同じ 1880年代に、同じよ

うなテールを書いていたのである。しかし彼女は

・『ガリテンラウベ』の持つ理念を書き続けることは

明らかにもうできなかったし、その意思もなかっ

たものの、『ガリテンラウベ』の人気作家であり

続け、別の雑誌や出版社で自分の世界を追求する

ことはなかったのである。彼女の作品、特に今回

検討することができなかった後期の作品をもっと

丁寧に検討すると、第一次世界大戦で終焉を迎え

る市民階級が徐々に変質し内部から崩壊していく

過程での心理が見て取れるかもしれない。 

 

参考文献 

Die Gartenlaube. Illustriertes Familienblatt. Hrsg. 

Von Ernst Keil und Nachfolger. Leipzig, später Berlin, 

1853-1938, 1938-1944. Zit. nach wikisource, 

Die Gartenlaube – Wikisource 本文では Gと略し、発
行年、号数、頁数を添えた。 

Eugenie Marlitt: Das Eulenhaus. Tredition GmbH. 

O.J. 本文では Eと略し、頁数を添えた。 

Manfred Altner, Artikel: Wilhelmine Heimburg, in: 

Sächsische Biografie, hrsg. vom Institut für 

Sächsische Geschichte und Volkskunde, https:// 

saebi.isgv.de/biografie/17953 [Zugriff 31.12.2024]. 

Hans Arens: E. Marlitt. Eine kritische Würdigung. 

Wissenschaftlicher Verlag, 1994. 

Urszula Bonter: Der Populärroman in der Nachfolge 

von E. Marlitt. Wilhelmine Heimburg, Valeska Gräfin 

Bethusy-Huc, Eufemia von Adlersfeld-Ballestrem. 

Könighausen & Neumann, 2005. 

Erika Dingeldey: Luftzug hinter Samtportieren. 

Versuch über E. Marlitt. Aisthesis Verlag, 2007. 

Andreas Graf und Susanne Pellatz: Familien- und 

Unterhaltungszeitschriften. In: Geschichte des 

deutschen Buchhandels im 19. und 20. Jahrhundert. 

Band 1 Das Kaiserreich. 1871-1918. Teil 2. Im Auftrag 

der historischen Kommission herausgegeben von 

Georg Jäger. MVB Marketing- und Verlagsservice des 

1Buchhandels GmbH, 2003. 

Heimburg, Wilhelmine, Indexeintrag: Deutsche 

Biographie, https://www.deutsche-biographie.de/pnd 

104352787.html [Zugriff 31.12.2024]. 

Michael Kienzle: Der Erfolgsroman. Zur Kritik seiner 

poetischen Ökonomie bei Gustav Freytag und Eugenie 

Marlitt. J. B. Metzlersche Verlagsbuchhandlung, 

1975. 

Eda Sagarra: Wilhelmine Heimburg. In: 

Mitteldeutsches Jahrbuch für Kultur und Geschichte. 

Herausgegeben für die Stiftung Mitteldeutscher 

Kulturrat von Christof Römer, Bd. 7. Böhlau Verlag, 

2000.  

竹田和子：「『ガリテンラウベ』Die Gartenlaube－大



6 

 

衆化する活字メディアとその政治性」。 『時代を映す
鏡としての雑誌 ―18 世紀から 20 世紀の女性･家庭雑
誌に現れた時代の精神を辿る』 日本独文学会研究叢書

124号、2017、19―35頁。 

竹田和子：「Ｅ.ルリット 作品に描かれた「家」の崩壊
とその社会的背景 ―『商業顧問官の家』と『石榴石の

髪飾りの女』を中心に―」、阪神ドイツ文学会 ドイツ
文学論攷 第 61号、2019、5―27頁。 

 

【注】 

1 例えばルリット について同時代の文学史家、批評

家のリドリフ･ゴト シャリRudolf Gottschallは、
彼女のデビューからの 3作品を取り上げ、その人気
の理由として不当な扱いをされた無垢の主人公が最

終的に勝利するという「灰かぶり姫」モデリを挙げ
た。しかしこのモデリは後の批評家たちにより、彼
女の作品を具体的に吟味することなく、貧しい孤児

が裕福な男性と結ばれる｢シンデレラ･ス ーッー｣
に変化した。1970年代に中小市民階級の社会的価
値観に注目してルリット を論じたミヒャエリ･キー

ンツレMichael Kientzleも、この図式をそのまま
踏襲している。・ Vgl. Kienzle, S. 64）またルリット
 の全作品を取り上げ論じたハンスマアーレンス

Hans Arens は、この論文で取り上げる『梟の家』
の主要登場人物の娘を間違えて「少年」としている。
 Arens S.419） 

2 ハイムブリクの経歴については、『ガリテンラウベ』
の記事の他、ボンター、Sächsische Biografie、
Deutsche Biographieを参照した。 

3 ベリッンで発行された女性向けファトション雑誌
 1851-1879）。 

4 ドイツ語圏最古の新聞の一つ 1664-1944）。この

時代は国民自由主義の立場を取っていた。 

5 女性作家の割合は、創刊 1853年）から 28年間で
は 20％に満たなかった。  Vgl. Graf und Pellatz, 

S.442.） 

6 主人公が立ち聞きによって、自分が愛されているこ
とを知り、悩みから解放されるエピソードはハイム

ブリクの他の作品、例えば、『ガリテンラウベ』デ
ビュー作『ッースヒェン』、『梟の家』の前年に発
表された『もう一人の女』Die Andereでも見られ

る。 

7 『ッースヒェン』では主人公と結婚することになる
貴族男性の父親が経済的行き詰まりから、家族を残

して自殺したという過去が描かれる。ただし、ルリ
ット も『帝国伯爵令嬢ギーゼラ』で自分の悪事が
暴かれた大臣が自殺しているので、これは必ずしも

タブーだったとは言えない。 
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